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Schedule of planting works for irrigation facility at the paddy field in Ghana 
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ガーナ国クマシ市周辺を対象地として、用排水路や畦畔といった水田水利施設に現地の

植物資源を被覆することにより、水利機能が低下する初期段階である雨滴侵食等を防止す

る取組みを行っている 1)。この水田水利施設の補強対策工を実施するに際して、対象地に

おける営農状況および自然条件などから、受益者自らが施工可能な工程を策定した。  

１．要求性能と緑化目標  

水田水利施設に植生工を施工する主たる目的は、適切な植物群落を成立させることによ

って水路崩壊を未然に防ぐことである。植物が土壌表面を被覆することで土壌侵食防止に

効果があることは多くの試験で確認されている。このため、植生工の要求性能は「生育が

旺盛で地表面を早期かつ密に覆う」ことであり、施設の供用期間中は永続的にこの性能が

確保されることが重要となる。また、水田水利施設という施工場所の特異性ならびに低コ

ストかつ省力管理の工法を要望する受益者の意見や技術水準を考慮して、目標とする植物

群落タイプは、自生種を活用した単植の植生工を基本とする「草本維持型」に設定した。  

２．導入植物の選定  

植物にはそれぞれの生育適地があり、発生消長にも特徴があるため、これらが施工場所

の条件に合致した植物を選定することが、植生工の成否に大きく関わる。ガーナで広く使

用されている農薬はグリホサートやプロパニルなどの茎葉処理剤が中心であり、イネの収

穫後に火入れを行う農家も多い。このため、被覆植物の全枯死を防ぐ理由から宿根草が最

適であり、栄養繁殖型の植物を選定した。また対象地では、種子や苗木が流通していない

ことから、施工上、調達が可能な種を選定基準に加えた。この結果、ギョウギシバ（Cynodon 

dactylon）、オキナワミチシバ（Chrysopogon aciculatus）、イヌシバ（Stenotaphrum 

secundatum）の 3 種を導入候補植物とし、生育特性等に関する試験を実施している 2)。  

３．施工時期の設定  

植生工の施工時期は、植物の生育および活着に最も大きく左右する要因である。施工時

期が不適切であると目標とする植物群落の成立が困難となり、要求される性能が発揮され

ないことから、以下の項目を考慮して植生工の工程を計画した。  

１）対象地の営農状況  

稲作を継続する意欲を有する 7 名の農家との対話で、農家は「稲田を湛水するための水

利施設および畦畔造成を最重要視している」意識が高いものの、移植や収穫などの労力を

要する農作業には日雇い人夫を雇用しており、総支出額の約半分を占めていることが分か

った。このため、植生工の実施にあたっては、水稲一期作の場合、農家は 7 月～3 月の農

閑期での施工を希望しており、農家が望む水田水利施設は、施工費が安価で維持管理作業

が最小となる工法を望んでいることが明らかとなった。  
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２）対象地の気象条件  

1981 年から 2010 年までの年平均気温

は 26.3℃、月別平均は最低 24.4℃から最

高 28.1℃で、温量指数は∑ 5 =255.2

である。年較差は小さく、高温で安定し

ているため、気温は施工時期の制約要因

となっていない。一方、同時期の年平均

降水量は 1,273mm で 4 月～7 月の大雨期

と 9 月～11 月の小雨期に分かれる。この

ため、施工時期は高強度の降雨が生じる

雨期を避け、残雨による水供給が期待で

きる雨期末が有利となる（図 1）。  

３）対象地の土壌条件  

 対象地 7 ヶ所の土壌分析の結果、土質

区分は砂質植壌土、軽埴土、砂壌土であ

り、塩基飽和度は 63%から 82%と総じて

高 い が 、 陽 イ オ ン 交 換 容 量 が 2.5 ～

3.3cmol/kg と小さいため、土壌が保持す

る各種陽イオンは極めて小さく、概して

肥沃に乏しく土壌改良を必要とする水準である。土壌酸度は 5.2 から 7.3 と選定した植物

は良好な生育を示す範囲である（図表は略す）。植生工の生育基盤として問題となるのは土

壌硬度である。年間を通じて測定した結果、根の伸長圧の限度となる山中式土壌硬度計に

よる硬度指数 23mm より堅固となる 12 月から 2 月を避けて植栽する必要がある（図 2）。  

４）植生工の評価時期  

 植生工完了後、所定の性能を発揮するためには一定の期間を要する。しかしながら、施

工不良の場合には、高強度の降雨が生じる次の雨期前に再施工や補完工を実施する必要が

あるため、施工 3 ヵ月後、遅くとも 4 ヶ月後には成績判定を行う必要がある。  

 以上、施工適期を踏まえた植生工の工程を下表のとおり計画した。  

４．今後の課題  

植生工の永続性を

確保する観点から、施

工管理および定着後

の維持管理や点検作

業が重要となるため、

これらの適切な方法

と時期についても検

討する必要がある。  

 

図 2．水路施設の場所ごとの土壌硬度の推移  
Seasonal transition of soil hardness in various places
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図 1．対象地の月別降水量と気温(1981～2010 年)
Monthly precipitation and temperature in Kumasi 
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表 1．植生工の工程 ; Schedule of planting works for irrigation facility 
年

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

水稲作付け期

野菜作付け期

水田水利施設
への

植生工の工程

準備 播種 収穫

小雨期

20** 20**

降雨
大雨期 小雨期 乾期 大雨期

植
栽

定
着

判定基準Ⅰ：生育環境が良好な場合

植栽3ヶ月以内に植被率が70%を超える

再播種・管理

判定基準Ⅱ：生育環境が不良な場合

植栽4ヶ月以内に植被率が40%を確保

－261－




